
子どもに関する取組についての
アンケート

• 滋賀県では、みんなが笑顔で幸せにくらすことが
できる滋賀を目指して、子どもに関する取組を進
めるうえでの、

・みんなの約束ごと（条例といいます）

・具体的なやること（プランといいます）

を作ろうとしています。

• みなさんからの意見を聞いて作っていきたいので、
次のページからの内容を読んで、みなさんが思っ
たこと、感じたことを教えてください。

こ かん とりくみ

しがけん えがお しあわ

しが めざ こ かん とりくみ すす

やくそく じょうれい

ぐたいてき

つく

いけん つく

つぎ ないよう よ おも

かん おし

き
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⇒３ページから

⇒８ページから

目標：みんなが笑顔で幸せに
くらすことができる滋賀

具体的な
“やること”

条例

プラン

みんなの
“約束ごと”

「滋賀県子ども基本条例」

「淡海子ども・若者プラン」

もくひょう えがお しあわ

しが

じょうれい

やくそく

ぐたいてき

しがけんこ きほんじょうれい

おうみこ わかもの
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滋賀県子ども基本条例案について

子どもや子育てに関係する仕事をしている大人だけでなく、高校生・大学生にも会議に
参加していただき、意見をとりまとめました。
また、去年に実施し、県内の1万人以上の子どもたちに答えていただいた「子どもWEB
アンケート」の結果も反映しています。

この条例案はどのようにしてつくられたの？

子どもの権利が守られ、子どもがのびのびと元気に、安心して成長することができる社会
をつくりたいと考えています。

この条例をつくってどうしたいの？

子どもは生まれながらに権利をもっていて、それは、何かをしたらもらえるものではなく、また、
何かをしないとなくなるものでもありません。
子どもたちがもっている権利を世界中で守るためのルールが、『子どもの権利条約』です。
この条約では、大きく分けて「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」「参加する権利」の４
つがあるとされています。

子どもの権利って？

生きる権利

すべての人から大切にされ、

しっかり食べ、安心して眠り、

元気にくらすことができます。

育つ権利

安心して好きなことを勉強し

たり、友達と遊んだり、ゆっ

くり休んだり、すくすくと大

きく育つことができます。

守られる権利

いじめられたり、苦しめられ

たりしないように守られます。

人との違いなどを理由に、差

別されません。

参加する権利

自分の考えやしたいことが大

切にされ、自由に意見を言う

ことができます。

しがけん こ きほんじょうれいあん

じょうれいあん

こ こそだ かんけい しごと おとな こうこうせい だいがくせい かいぎ

さんか いけん

きょねん じっし けんない まんにんいじょう こ こた こ

けっか はんえい

じょうれい

こ けんり まも こ げんき あんしん せいちょう しゃかい

かんが

こ けんり

こ う けんり なに

なに

こ けんり せかいじゅう まも こ けんりじょうやく

じょうやく おお わ い けんり けんり けんり けんりそだ まも さんか

い そだ まも さんかけんり けんり けんり けんり

ひと たいせつ

た あんしん ねむ

げんき

あんしん す べんきょう

ともだちあそ

やす おお

そだ

くる

まも

ひと ちが りゆう さ

べつ

じぶん かんが たい

せつ じゆう いけん い
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子どもへの支援は、年齢や
一人ひとりの状況に応じて
切れ目なく行われます。

この条例では、心と身体の成長の途中にある人を「子ども」としています。
18歳や20歳といった年齢で必要なサポートがなくならないよう、みなさんのそれぞれの状況に応
じて幸せに暮らしていけるように支えます。

子どもって？

子どもは差別を受けな
い権利をもっています。

子どもは他の人との関わりを大
切にしながら、ともに社会をつ
くっていくことができます。

子どもの周りの大人たちが
お互いに協力します。

子どもは大切に育てら
れる権利をもっていま
す。

こ

さい さい ねんれい ひつよう

こころ からだ せいちょう とちゅう ひと こ

じょうきょうおう

しあわ く ささ

この条例で大切にする考え方
じょうれい たいせつ かんが かた

子どもの権利が守られる社会をつくるために、
７つの考え方を大切にします。

こ けんり まも しゃかい

かんが かた たいせつ

こ さべつ う

けんり

けんり

こ たいせつ そだ

子どもは自由に意見を
言うことができる権利
をもっています。

い

こ じゆう いけん

けんり
こ ほか ひと かか たい

せつ しゃかい

こ まわ おとな

おたが きょうりょく

子どもは自分の意見を大切
にされ、最も幸せなことは
何かを一番に考えられます。

こ じぶん いけん

もっとしあわ

なに いちばん かんが

たいせつ

こ しえん ねんれい

ひとり じょうきょう おう

き め おこな

こ けんり まも しゃかい

子どもたちの権利が守られるために、
「自分たちの意見を聞いて、その
意見を大切にしてほしい」という
答えがアンケートで１番でした！

いけん きじぶん

こ けんり まも

いけん たいせつ

こた ばん

じょうれい
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大人の責任や役割

・子どもの権利を守るため、関係者と役割分担し、お互いに協力しながら
子どもへの支援をおこないます。

滋賀県

・子どもが元気に成長することができるよう育みます。保護者

・子ども一人ひとりが抱える悩みに向き合い、子どもの成長につながる
ように支援します。

・学校で子どもが意見を表明できる環境をつくります。
・子どもが安心して楽しく過ごすことができる環境をつくります。

学校

・子どもの権利について学び、それぞれの立場で子どもの権利が守られる社会
づくりの取組をします。

県民

・保護者など会社で働く人の仕事と家庭生活のバランスがとれる環境をつく
ります。

会社

前のページの７つの考え方を大切にしながら・・・

おとな せきにん やくわり

まえ かんが かた たいせつ

しがけん こ けんり まも かんけいしゃ やくわりぶんたん たが きょうりょく

こ しえん

ほごしゃ

がっこう

かいしゃ

けんみん

こ

こ

げんき せいちょう

ひとり かか なや む あ こ せいちょう

しえん

がっこう こ いけん ひょうめい かんきょう

こ あんしん たの す かんきょう

ほごしゃ かいしゃ はたら ひと しごと かていせいかつ かんきょう

こ けんり まな たちば こ けんり まも しゃかい

とりくみ

はぐく
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１．子どもにとって十分でわかりやすい情報を伝えます。

２．無理やり意見を聞くことはしません。

３．子どもの意見を大切にします。

４．なぜ自分に意見が聞かれているのかわかるように説明します。

５．子どもが意見を言いやすい環境をつくります。

６．すべての子どもに平等に意見を聞きます。

７．みんながうまく話し合えるように手助けします。

８．誰が言った意見かわからないようにするなど子どもの安全を考えます。

９．子どもの意見に対して、どのように考えるか返事をします。

意見を言いやすくするために
「だれが言ったかわからないよう
にしてほしい」という答えが
アンケートで１番でした！

社会全体で子どもの意見を聞き、その意見を大切にします。

子どもから意見を聞くとき、大人は次の９つのことに気を付けます。

意見が言いにくい場合には、周りの大人が一緒に考え、必要なら代わりに伝えます。

滋賀県は、子どもから広く意見を聴き、県のいろいろな取組に反映します。

子どもの意見を聞くことを大切にします
こ いけん き たいせつ

しゃかいぜんたい こ いけん き いけん たいせつ

こ いけん き つぎおとな き つ

こ じゅうぶん じょうほう つた

むり いけん き

こ いけん たいせつ

じぶん いけん き せつめい

こ いけん い かんきょう

こ びょうどう いけん き

はな あ てだす

だれ い いけん こ あんぜん かんが

いけん い

い

こた

ばん

こ いけん たい かんが へんじ

いけん い ばあい まわ おとな いっしょ かんが ひつよう か つた
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滋賀県は、子どもの権利が誰かによって守られないとき、かかえている不安や悩みを安心して
相談できるようにします。
相談だけでは解決しない問題は、新しくつくる「滋賀県子どもの権利委員会」が相談者と関係
する人との間に入り、解決に向けて動きます。

滋賀県子どもの権利委員会

・つらいことがある

・こまったことがある

・いじめられている

・どうしたらいいかわか

らない

・先生にも相談しづらい

こんなとき・・・

（学校で/家で/どこでも）

・まずは、相談員があな

たの話をじっくり聞き

ます。

・１番よい方法を一緒に

考えます。

気軽に電話してください☎

・あなたがこまっている

ことを、関係する人に

話を聞いたりして、解

決に向けて動きます。

・あなたの考えや気持ち

を代わりに伝えること

もできます。

調べる・協力をお願いする

・必要な場合は、協力し

てもらう人、関係する

人に、こうなればもっ

とよりよくなるなど、

改善を求めることがで

きます。

要請・意見表明

解決した！どうすればいいかわかった！もう大丈夫！

困ったことがあれば、また、いつでも相談してください。

条例を広く伝える取組

滋賀県は、社会全体で子どもの権利が守られる取組が行われるように、この条例や子どもの権利
条約の内容などについて、県民のみなさんに広く伝えていきます。

滋賀県子どもの権利委員会相談窓口

しがけん こ けんりいいんかい

しがけん こ けんり だれ まも ふあん なや あんしん

そうだん

そうだん かいけつ もんだい あたら けんりいいんかいしがけん こ そうだんしゃ かんけい

ひと あいだ はい かいけつ む うご

そうだんまどぐち

せんせい そうだん

がっこう いえ きがる でんわ

そうだんいん

はなし き

ばん ほうほう いっしょ

かんが

しがけん こ けんりいいんかい

しら きょうりょく ねが ようせい いけんひょうめい

かんけい ひと

はなし き かい

けつ む うご

かんが きも

か つた

ひつよう ばあい きょうりょく

ひと かんけい

ひと

かいぜん もと

かいけつ だいじょうぶ

こま そうだん

じょうれい ひろ つた とりくみ

しがけん しゃかいぜんたい こ けんり まも とりくみ おこな じょうれい こ けんり

じょうやく ないよう けんみん ひろ つた
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子
こ

どもや若
わか

者
もの

のみなさんが「笑
え

顔
がお

で 幸
しあわ

せに暮
く

らせる滋賀
し が

」

を目指
め ざ

して、次
つぎ

のような取
とり

組
くみ

を進
すす

めていきます。 
 

１ 子
こ

どもの権
けん

利
り

が守
まも

られる社
しゃ

会
かい

を

つくります 

２ 子
こ

ども・若
わか

者
もの

が健
すこ

やかに育
そだ

ち、希
き

望
ぼう

を叶
かな

えられるよう応援
おうえん

します 

３ 苦
くる

しい 状 況
じょうきょう

にある子
こ

ども・若
わか

者
もの

を支
ささ

えます 

４ 虐
ぎゃく

待
たい

から子
こ

どもを守
まも

ります 

５ お金
かね

に困
こま

っている家
か

庭
てい

やその子
こ

どもを支
ささ

えます 

６ ひとり親
おや

家庭
か て い

やその子
こ

どもを支
ささ

えます 

７ 安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

に子
こ

どもを育
そだ

てられ

る環
かん

境
きょう

をつくります 

８ みんなで子
こ

ども・若
わか

者
もの

を支
ささ

え、

子
こ

育
そだ

てを応援
おうえん

します 

プランに書
か

いた取
とり

組
くみ

は、子
こ

どもや若
わか

者
もの

のみなさんにも意
い

見
けん

を 

ききながら、いろいろな組織
そ し き

が 協 力
きょうりょく

して進
すす

めます。 

淡
おう

海
み

子
こ

ども・若
わか

者
もの

プラン 
(令和

れ い わ

７年度
ね ん ど

～11年度
ね ん ど

) 

今年
こ と し

７月
がつ

に答
こた

えていただいたアン

ケートで、みなさんの回答
かいとう

に多
おお

か

った「笑顔
え が お

」を取
と

り入
い

れました！ 
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１ 子
こ

どもの権
けん

利
り

が守
まも

られる社
しゃ

会
かい

をつくります 

・３～７ページの 条
じょう

例
れい

のとおり、子どもにも権利
け ん り

があるこ

とをみんなに知
し

らせ、意見
い け ん

を言
い

えるようにします。また、

権利
け ん り

が守
まも

られないときに、助
たす

けてもらえるようにします。
 

２ 子
こ

ども・若
わか

者
もの

が健
すこ

やかに育
そだ

ち、希
き

望
ぼう

を叶
かな

えられるよう

応援
おうえん

します 

・子
こ

どもたちが健
すこ

やかに成長
せいちょう

できるように、いろいろな遊
あそ

び

や体験
たいけん

ができるようにします。 

・若者
わかもの

の、やりたい仕事
し ご と

をしたい、結婚
けっ こん

したいという希望
き ぼ う

が

叶
かな

えられるように応援
おうえん

します。 

・充実
じゅうじつ

した学校
が っ こ う

生活
せいかつ

を送
お く

ったり、自分
じ ぶ ん

にとって居心地
い ご こ ち

のよい

場所
ば し ょ

にいられたり、安心
あんしん

して健やか
すこ    

に成長
せいちょう

できるための

環境
かんきょう

をつくります。 
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３ 苦
くる

しい 状 況
じょうきょう

にある子
こ

ども・若
わか

者
もの

を支
ささ

えます 

・いじめにあったり、学校
がっこう

に通
かよ

えなくなったり、家
いえ

から出
で

られ

なくなったときに、相談
そうだん

でき、助
たす

けてもらえるようにします。

・もしも犯罪
はんざい

等
など

のトラブルに巻
ま

き込
こ

まれてしまったときに、

問題
もんだい

を解決
かいけつ

し、立
た

ち直
なお

り、健
すこ

やかに成 長
せいちょう

できるように手
て

助
だす

け

をします。 
 

４ 虐
ぎゃく

待
たい

から子
こ

どもを守
まも

ります 

・子
こ

どもが虐 待
ぎゃくたい

を受
う

けることがないように、正
ただ

しい知識
ち し き

を身
み

につけ、みんなで見
み

守
まも

ります。虐 待
ぎゃくたい

があったときは、すぐに

見
み

つけ、子
こ

どもを助
たす

けます。 

・ 虐 待
ぎゃくたい

にあった子
こ

どもを守
まも

り、健
すこ

やかに 成 長
せいちょう

できるための

支援
し え ん

をします。 

・子
こ

どもを 虐 待
ぎゃくたい

から守
まも

るために、いろいろな組織
そ し き

の人
ひと

が

協 力
きょうりょく

します。 
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５ お金
かね

に困
こま

っている家
か

庭
てい

やその子
こ

どもを支
ささ

えます 

・お金
かね

に困
こま

っている家庭
か て い

の子
こ

どもの生活
せいかつ

や 学 習
がくしゅう

を支
ささ

えたり、

いろいろな体験
たいけん

ができるようにします。 

・その家庭
か て い

がお金
かね

で困
こま

ることが少
すく

なくなるために、仕事
し ご と

につい

たりできるように支
ささ

えます。 

 

６ ひとり親
おや

家庭
か て い

やその子
こ

どもを支
ささ

えます 

・ひとり親
おや

の家庭
か て い

がお金
かね

で困
こま

ることが少
すく

なくなるために、仕事
し ご と

についたりできるように支
ささ

えます。 

・ひとり親
おや

の家庭
か て い

が、子
こ

育
そだ

てと仕事
し ご と

をどちらもできるように支
ささ

えます。また、その家庭
か て い

の子
こ

どもの学
まな

びや生活
せいかつ

を助
たす

け、自分
じ ぶ ん

にとっての居場所
い ば し ょ

が持
も

てるようにします。 

・いろいろな支援
し え ん

をしていることをひとり親
おや

家庭
か て い

に伝
つた

えます。
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７ 安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

に子
こ

どもを育
そだ

てられる環
かん

境
きょう

をつくります 

・安心
あんしん

して子
こ

どもを生
う

み、育
そだ

てることができる環 境
かんきょう

をつくり、子
こ

育
そだ

てをする家庭
か て い

を支
ささ

えます。 

・保育
ほ い く

園
えん

や幼稚園
ようちえん

に通
かよ

う子
こ

どもが、健
すこ

やかに 成 長
せいちょう

できるように支
ささ

えます。 

・子
こ

どもや子
こ

育
そだ

てをする家族
か ぞ く

が、安全
あんぜん

に安心
あんしん

して暮
く

らせるまちをつ

くります。 

・小
ちい

さな子
こ

どものいる大人
お と な

が、仕事
し ご と

と子
こ

育
そだ

てどちらもできるように

支
ささ

えます。 
 

８ みんなで子
こ

ども・若
わか

者
もの

を支
ささ

え、子
こ

育
そだ

てを応援
おうえん

します 

・子
こ

どもが健
すこ

やかに育
そだ

ち、また親
おや

が子
こ

どもを安心
あんしん

して育
そだ

てること

ができるように、まわりのみんなで支
ささ

えます。 

・障 害
しょうがい

のある子
こ

どもや、外国
がいこく

につながりのある子
こ

どもも、みんな

が健
すこ

やかに成
せい

長
ちょう

していける 環 境
かんきょう

をつくります。 
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